　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成１９年　　月　　日

群馬県議会議長　中沢丈一　殿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　請願団体　群馬県脳脊髄液減少症患者会

　　　　　　　　　　　　　　　　住所　　群馬県高崎市

　　　　　　　　　　　　　　　　請願人　代表　小野寺

脳脊髄液減少症の研究及び治療等の推進を求める請願書

脳脊髄液減少症は、交通事故・スポーツ障害・落下事故などによる頭部や全身への強い衝撃によって脳脊髄液が慢性的に漏れ続け、頭痛・めまい・思考力低下・うつ症状・倦怠感等のさまざまな症状が複合的に発現する病態とされ、難治性のいわゆる「むち打ち症」の原因の一つとされています。

文部科学省スポーツ・青少年局では平成１９年５月３１日付で全国都道府県教育委員会等に文書を発し、児童・生徒・学生が傷害事故に遭った場合の治療においては脳脊髄液減少症に留意するように要請しています。

このように近年この病気に対する認識が徐々に広がり、本症の研究に取り組んでいる医師らにより新しい診断法や治療法（ブラッドパッチ療法など）の有用性が報告され、長年苦しんでいる患者らにとっては大きな光明となっています。

しかしながら、この病気の治療が可能な医療機関は少なくまた医療保険の適用もないため、患者らは適切な治療を受けられない状態に置かれております。

よって、群馬県議会におかれましては国に対し下記事項について群馬県の意見書を提出いただきたく要望申し上げる次第です。

また、群馬県中で脳脊髄液減少症の治療をおこなっている病院の実態調査を行い、県庁ホームページにその内容を公開するよう要望いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

記

１　交通事故等の外傷による脳脊髄液減少症患者の実態を調査するとともに、

患者・家族に対する相談及び支援の体制を確立すること。

２　脳脊髄液減少症についてさらに研究を推進するとともに、診断法並びにブラッドパッチ療法を含む治療法を早期に確立すること。

３　脳脊髄液減少症の治療法の確立後、ブラッドパッチ療法を含む脳脊髄液減少症の新しい治療法に対して早期に医療保険を適用すること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

以上　　　　　　
脳脊髄液減少症の研究及び治療等の推進を求める請願書
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